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テ
ル
マ
エ
通
信
は
、
２
０
１
０
年
に
創
刊
さ

れ
た
在
学
生
有
志
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で

す
。 創

刊
号
に
よ
れ
ば
、
名
称
の
「
テ
ル
マ
エ
」

と
は
古
代
ロ
ー
マ
の
公
衆
浴
場
の
こ
と
。
風
呂

好
き
な
ロ
ー
マ
人
は
１
日
の
数
時
間
を
こ
こ
で

過
ご
し
た
そ
う
で
す
が
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
汗

を
流
し
て
は
湯
に
つ
か
り
、
お
そ
ら
く
人
生
哲

学
に
つ
い
て
も
語
り
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
に
ち

な
み
命
名
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

確
か
に
当
大
学
院
に
は
、
高
度
な
専
門
知
識

の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
問
題

意
識
を
胸
に
学
び
直
し
に
や
っ
て
く
る
方
々
が

多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
汗
を
か
き
、
多
様
な
立
場

か
ら
熱
く
語
り
合
い
、
複
眼
的
な
思
考
を
身
に

つ
け
成
長
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
学
に
入
学
す
る
と
、
学
生
は
９
つ

の
ゼ
ミ
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
を
横
断

し
て
参
加
者
を
募
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
２
０
１
８
年
度
の
各
ゼ
ミ
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
梅
渓
ゼ
ミ 

経
済
・
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

梅
溪
ゼ
ミ
は
修
士
課
程
５
人
、
博
士
課
程
５

人
（
そ
れ
ぞ
れ
休
学
者
を
含
む
）
と
い
う
小
規

模
ゼ
ミ
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
自
由
度
が
高
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

希
望
す
れ
ば
、
毎
週
、
論
文
指
導
を
受
け
る

こ
と
も
可
能
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
研
究
を
進

め
ら
れ
る
の
が
大
き
な
魅
力
と
言
え
ま
す
。 

梅
溪
先
生
は
元
内
閣
府
審
議
官
と
し
て
経

済
・
財
政
政
策
の
企
画
・
立
案
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
政
府
代
表
と
し
て
日
銀
金
融

政
策
決
定
会
合
に
出
席
し
て
い
た
経
験
を
持
つ

な
ど
、
経
済
・
金
融
政
策
の
現
場
を
深
く
知
る

数
少
な
い
研
究
者
の
１
人
で
す
。 

統
計
デ
ー
タ
の
分
析
を
通
じ
て
、
背
後
に
潜

ん
で
い
る
も
の
を
探
り
出
し
た
い─

─

そ
ん
な

熱
意
を
持
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
梅
溪
ゼ
ミ
の
活

動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ゼ
ミ
で
は
計
量
経
済
学
の
基
礎
知
識
が
修
得

で
き
ま
す
。
新
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
２
か

月
で
、
中
室
・
津
川
著
の
入
門
書
を
読
破
し
ま

し
た
。 

ゼ
ミ
生
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
シ
ン
ク
タ

ン
ク
研
究
員
や
大
学
教
員
、
経
済
記
者
な
ど
多

様
で
、
梅
溪
先
生
の
指
導
に
加
え
、
幅
広
い
視

点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
期
待
で
き
ま
す
。 

 

【
石
山
ゼ
ミ 

雇
用
・
人
材
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
】 

石
山
ゼ
ミ
の
紹
介
で
す
。
２
０
１
８
年
度
は

新
た
に
１
２
名
の
Ｍ
１
の
方
を
お
迎
え
し
、
修

士
課
程
２
３
名
、
研
究
生
５
名
、
博
士
課
程
７

名
、
併
せ
て
３
５
名
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
、
ゼ
ミ
の
理
念
が
掲
げ

ら
れ
、
①
楽
し
い
雰
囲
気
、
高
い
水
準

（D
w

e
ck

,2
0
0

8

よ
り
）
②
気
兼
ね
な
く
失
敗

で
き
る 

安
全
な
場
を
つ
く
る
③
完
璧
を
目
指

す
よ
り
、
ま
ず
終
わ
ら
せ
ろ
（
リ
ー
ン
・
イ
ン

よ
り
）
を
心
に
刻
み
、 

日
々
の
研
究
活
動
な
ど

の
学
び
の
場
を
楽
し
む
こ
と
に
勤
し
ん
で
お
り

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
毎
週
土
曜
日
に
は
ゼ
ミ
生
が

順
番
に
研
究
発
表
を
行
っ
た
り
、
ゼ
ミ
終
了
後

に
勉
強
会
が
開
か
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
論
文

作
成
に
向
け
て
石
山
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
の
理
念
を
反
映
し
て
ゼ
ミ

生
同
士
で
活
発
に
意
見
交
換
す
る
場
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
夏
合
宿
で
岐
阜
県
中

津
川
市
を
訪
れ
、
高
齢
者
雇
用
に
積
極
的
に
取

り
組
む
企
業
を
視
察
し
た
り
、
春
合
宿
で
三
浦

を
訪
れ
、
参
加
者
が
リ
ッ
チ
ピ
ク
チ
ャ
ー
を
発

表
し
あ
っ
た
り
、
横
須
賀
観
光
を
し
た
り
と
、

イ
ベ
ン
ト
も
多
数
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

テ
ル
マ
エ
通
信
２
０
１
８
年
度 

第
１
号 

各
ゼ
ミ
紹
介
・
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介 
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【
高
尾
ゼ
ミ 

地
域
社
会
・
介
護
福
祉
プ
ロ
グ

ラ
ム
】 

高
尾
ゼ
ミ
は
、
地
域
政
策
と
幸
福
度
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
介
護
認
知
症
ケ
ア
を
研
究
テ

ー
マ
と
さ
れ
る
高
尾
真
紀
子
教
授
の
ご
指
導
の

も
と
、
文
献
購
読
、
先
行
研
究
の
探
し
方
、
質

的
調
査
や
量
的
調
査
の
手
法
を
学
び
つ
つ
議
論

し
論
文
作
成
能
力
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ゼ
ミ
合
宿
は
川
越
を
活
性
化
さ
せ
て
い

る
人
に
焦
点
を
当
て
て
の
学
び
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

 

今
年
度
は
博
士
課
程
５
名
修
士
課
程
１
年
５

名
、
２
年
５
名
、
３
年
６
名
と
総
勢
２
０
名
と

な
り
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
介
護
（
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
介
護
離
職
、
人
材
）
、
高
齢
者

の
権
利
擁
護
、
保
育
、
女
性
問
題
（
就
業
継
続
、

疾
病
、
議
員
の
産
休
、
管
理
職
登
用
、
貧
困
対

策
）
、
障
害
児
教
育
、
共
生
社
会
、
多
様
な
世
代

の
交
流
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
等
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
春
高
尾
ゼ
ミ
初
の
２
名
の
終
了
生

は
、
お
一
方
が
首
席
で
の
ご
卒
業
。
も
う
お
一

方
が
最
優
秀
論
文
賞
受
賞
と
い
う
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。
先
輩
方
の
ご
努
力
の
賜
物
で
す
が
、

高
尾
教
授
の
豊
か
な
ご
見
識
と
論
理
的
か
つ
き

め
細
や
か
な
ご
指
導
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。
私
達
も
先
輩
方
に
続
き
充
実
し
た
学
び

と
成
長
を
目
指
し
ま
す
。 

【
上
山
ゼ
ミ 

都
市
空
間
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
】 

２
０
１
８
年
度
の
上
山
ゼ
ミ
は
、
上
山
教
授

の
指
導
の
下
、
２
１
名
（
博
士
課
程
５
名
、
修

士
課
程
１
６
名
）
が
研
究
し
て
い
ま
す
。 

上
山
ゼ
ミ
の
強
み
は
、
修
士
論
文
に
向
け
た

計
画
的
な
研
究
と
研
究
成
果
の
発
信
で
す
。
毎

年
、
ゼ
ミ
で
は
夏
に
行
わ
れ
る
日
本
建
築
学
会

全
国
大
会
に
参
加
し
、
研
究
論
文
発
表
や
各
分

科
会
に
参
加
し
自
身
の
研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
広
島
工
業
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
仙
台
に
あ
る
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

し
て
は
、
昨
年
は
１
０
月
に
浜
松
市
、
静
岡
市

を
訪
ね
、
行
政
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
“
ま
ち
歩

き
”
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
ま
ち
づ
く
り

に
特
徴
の
あ
る
自
治
体
を
対
象
に
横
断
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
増
淵
ゼ
ミ 
都
市
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
２
０
１
８
年
度
、
１
０

人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
留
学
生
の
割
合
も
多
く
、
楽
し
く
賑
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
様
々
な
研
究
テ
ー
マ
を
持
つ
学

生
が
、
増
淵
教
授
の
幅
広
い
知
識
の
も
と
学
ん

で
い
ま
す
。 

 

増
淵
教
授
は
放
送
局
時
代
に
は
『
水
曜
ど
う

で
し
ょ
う
』
の
鈴
木
貴
之
氏
と
番
組
を
作
り
、

ま
た
レ
コ
ー
ド
会
社
時
代
に
は
辻
仁
成
の
担
当

及
び
、
新
人
発
掘
に
お
い
て
は
中
島
美
嘉
・

Y
U

I

・
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
・
チ
ャ
ッ
ト
モ
ン
チ

ー
な
ど
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
は
コ

ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成
・
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン

ツ
に
よ
る
地
域
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
な

ど
の
研
究
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
の
横
断
ゼ
ミ
で
は
、
北
海
道
の
人
口

わ
ず
か
８
０
０
０
人
ほ
ど
だ
が
『
写
真
の
町
』

と
し
て
知
れ
渡
り
、
人
口
増
加
な
ど
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
、
東
川
町
で
の
現
地
調
査
や
聞
き

込
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
神
奈
川
県
の

湘
南
地
区
を
予
定
し
て
お
り
、
増
淵
教
授
と
と

も
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
聖
地
巡
礼

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
横
断
ゼ
ミ
も
有
意
義
な
活
動
を
行
い
、

各
自
の
研
究
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
山
本
ゼ
ミ 

地
域
産
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

昨
年
度
に
退
官
さ
れ
た
岡
本
義
行
教
授
の
後

を
引
継
ぎ
発
足
し
た
山
本
ゼ
ミ
。
山
本
先
生
は

政
策
創
造
研
究
科
１
期
生
の
終
了
生
で
す
。
つ

ま
り
、
我
が
ゼ
ミ
の
共
通
項
は
山
本
先
生
を
は

じ
め
皆
が
岡
本
先
生
の
門
下
生
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
岡
本
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
中
心

が
地
域
活
性
化
で
す
。
そ
こ
で
、
門
下
生
の
多

く
は
、
地
域
や
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
活
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性
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。 

 

山
本
ゼ
ミ
の
特
徴
は
３
点
で
す
。
１
点
は
、

ゼ
ミ
が
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

研
究
テ
ー
マ
に
共
通
項
も
多
く
、
ゼ
ミ
の
中
で

は
賑
や
か
な
情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
２
点
に
、
皆
が
実
に
よ
く
喋
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
自
由
に
意
見
が
言
え
る
環
境
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
３
点
に
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
こ
と
で
す
。
研
究
は
笑
う
こ

と
な
く
真
剣
に
や
る
べ
き
、
と
い
う
意
見
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
岡
本
ゼ
ミ
の
時
か
ら
こ
の
ム

ー
ド
は
今
で
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
和
気
あ

い
あ
い
で
居
心
地
の
良
い
ゼ
ミ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
居
心
地
を
好
む
学
生
が
、

我
が
ゼ
ミ
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
真
壁
ゼ
ミ 

地
域
産
業
・
行
動
経
済
プ
ロ
グ

ラ
ム
】 

当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
２
０
１
７
年
度
に
開
講
い

た
し
ま
し
た
。
本
研
究
科
に
お
い
て
は
、
比
較

的
、
歴
史
の
浅
い
ゼ
ミ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

生
懸
命
に
研
さ
ん
・
研
究
を
重
ね
、
皆
様
と
活

発
、
か
つ
、
意
義
あ
る
議
論
の
場
を
持
て
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

真
壁
昭
夫
先
生
は
旧
第
一
勧
業
銀
行
（
現
、

み
ず
ほ
銀
行
）
に
て
債
券
を
中
心
と
す
る
デ
ィ

ー
リ
ン
グ
業
務
な
ど
金
融
市
場
に
関
す
る
業
務

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
ロ

ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
各
種
金
融
関
連

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
さ
れ
た
御
経
験
を
お
持
ち

で
す
。 

ま
た
、
各
学
会
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
お

け
る
政
策
提
言
な
ど
に
も
参
画
さ
れ
、
実
務
、

理
論
、
そ
れ
を
応
用
し
た
政
策
提
言
に
精
通
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
行
動
経
済
学
の
分

野
で
は
国
内
初
の
学
界
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
国
内
外
で
活
躍
の
場
を
広
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

こ
う
し
た
広
く
、
深
い
ご
見
識
を
お
持
ち
の

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、

ま
ず
、
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
重
視
し
ま
す
。 

“
今
、
何
が
起
き
て
い
る

か
、
問
題
は
何
か
、
そ
の
解
決
策
は
何
か
” 

を

自
分
の
言
葉
で
考
え
、伝
え
る
力
を
つ
け
ま
す
。 

そ
の
上
で
、
各
人
の
関
心
に
応
じ
た
研
究
を

進
め
ま
す
。
今
年
度
の
具
体
的
な
研
究
分
野
と

し
て
、
労
働
生
産
性
の
分
析
、
資
産
運
用
の
高

度
化
、
個
人
の
資
産
運
用
に
関
す
る
研
究
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
メ
ン
バ
ー
の
研
究
対
象
と
し
た
い

テ
ー
マ
、
関
心
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
運
営
を
進
め
、
一
人
一
人
が
よ
り
広
い
視

野
と
洞
察
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

【
井
上
ゼ
ミ 

中
小
企
業
経
営
革
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
】 井

上
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
新
事
業
創
出
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
現

場
を
経
験
さ
れ
て
き
た
井
上
先
生
の
下
に
は
、

企
業
経
営
者
や
現
場
好
き
な
ゼ
ミ
生
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
各
自
の
持
つ
テ
ー
マ
も

多
種
多
様
で
す
。
毎
回
ゼ
ミ
生
が
修
論
に
結
び

付
く
テ
ー
マ
を
発
表
し
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
す
。 

本
年
度
は
５
月
に
既
に
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
療
現
場
を
視
察
し
て
各
自
新
た
な
知
見
を

増
や
し
ま
し
た
。
２
か
月
に
一
度
は
中
小
企
業

の
現
場
に
出
て
そ
こ
か
ら
今
起
こ
っ
て
い
る
問

題
点
を
抉
り
、
社
会
問
題
に
置
き
換
え
て
解
決

策
を
考
え
て
い
く
手
法
を
常
と
し
て
い
ま
す
。 

授
業
後
に
は
希
望
者
で
居
酒
屋
授
業
を
開
催

し
、
各
自
が
自
分
の
持
つ
現
場
の
悩
み
を
ぶ
つ

け
合
い
、
ゼ
ミ
生
そ
れ
ぞ
れ
が
異
業
種
の
立
場

か
ら
屈
託
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
な
事
も

多
々
あ
り
ま
す
。 

井
上
ゼ
ミ
に
は
ゼ
ミ
生
み
ん
な
が
充
実
し
た

幸
せ
な
未
来
を
追
求
で
き
る
よ
う
、
愉
し
さ
の

中
に
も
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
て
生
き
る
知
性

と
逞
し
さ
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 
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【
樋
口
ゼ
ミ 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
消
費
者
志
向
経
営
プ

ロ
グ
ラ
ム
】 

２
０
１
８
年
４
月
、
樋
口
ゼ
ミ
は
１
２
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
約
３
０
名
の
大
所
帯
と
な
っ

て
今
年
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
２
大
テ
ー
マ

の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
消
費
者
志
向
経
営
」
と
「
地
域

活
性
化
」
に
関
心
を
も
っ
て
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
の
顔
ぶ
れ
は
多
様
。
毎
回
、
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
、
幅
の
広
い
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
、

横
浜
の
中
小
企
業
支
援
政
策
、
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
事
例
研
究
や
、
脳
科

学
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
関
す
る
書
籍
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
輪
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
樋
口
ゼ
ミ
で
は
毎
年
、
横
断
ゼ
ミ
企

画
と
し
て
視
察
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
前

年
度
は
、
大
分
県
別
府
市
を
訪
れ
、
別
府
温
泉

再
生
の
リ
ー
ダ
ー
鶴
田
浩
一
郎
氏
の
講
演
会
や
、

社
会
福
祉
法
人
「
太
陽
の
家
」
に
隣
接
す
る
オ

ム
ロ
ン
太
陽
の
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
教

室
と
は
異
な
る
現
場
の
空
気
、
共
通
の
体
験
を

通
じ
、
有
意
義
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
視
察
の
企
画
は
１
年
生
が
行
う
こ

と
を
恒
例
と
し
て
お
り
、
今
年
は
「
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
岩
手
県
・
宮
城

県
へ
の
視
察
を
計
画
中
で
す
。 

院
生
ど
う
し
互
い
に
協
力
し
、
各
自
の
研
究

に
と
っ
て
良
い
刺
激
が
生
ま
れ
る
ゼ
ミ
を
目
指

し
て
視
察
、
演
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 ◇
◆
横
断
ゼ
ミ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
８
◆
◇ 

今
年
も
各
ゼ
ミ
が
特
長
を
い
か
し
た
調
査
研

究
、
視
察
な
ど
を
企
画
し
、
６
月
１
６
日
の
発

表
会
を
通
じ
て
他
ゼ
ミ
か
ら
の
参
加
を
募
り
、

実
施
し
ま
し
た
。 

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
下
表
の
通
り
で
す
。 

例
年
に
な
ら
い
、
現
在
、
活
動
報
告
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。 

              

（
編
集 

２
０
１
８
年
度
ゼ
ミ
長
会
） 

※
各
ゼ
ミ
紹
介
の
原
稿
は
６
月
現
在
の
情
報
で
す
。
事
情

に
よ
り
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

 

ゼミ プロジェクト名

梅渓ゼミ 重回帰分析演習（9月）

石山ゼミ 雇用調査研究会～マクロミルを利用した量的調査（6月～）

高尾ゼミ 伝統や資源を生かしたまちづくり　小江戸川越のキーパーソンや人々のネットワークより学ぶ！（9/8～9/9）

上山ゼミ 「大学生まちづくりコンテスト２０１８」への参加（9月）

増淵ゼミ 増淵教授と行く湘南のコンテンツツーリズム（8/4～8/5）

山本ゼミ 浅草観光圏開発プログラム（11/10）

井上ゼミ 浜松市及び磐田市における中小企業と障害者雇用施設の視察（9/2～9/3）

樋口ゼミ 持続可能な地域づくりと地域活性化の研究（盛岡市、紫波町、花巻市視察）（9/7～9/9）

横断ゼミプロジェクト発表会の様子（2018.6.16） 

2018年度横断ゼミプロジェクト 


